
～南アルプスIC周辺整備事業～

第1回 南アルプスIC周辺高度活用計画検討委員会資料

2022.8.12  

南アルプスIC新産業拠点整備室 IC周辺整備担当
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事業の背景① 人口
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平成25年度をピークに人口は減少傾向にあり、特に10代後半～20代前半の進学・就職に伴う市外への流出が顕著
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合計 / サービス業（他に分類されないもの）
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事業の背景② 産業構造
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卸売業・小売業

市内の産業は、製造業が売上全体の40％、卸売・小売業が35％となり、基幹産業のひとつである農業は0.1％
農家数は、販売農家を中心に減少し、耕地面積も2500haを下回る
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事業の背景③ 行財政の状況
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南アルプス市

南アルプス市

市の財政力指数及び自主財源比率は、県内類似団体と比較して低い
財政力指数：地方公共団体の財政力を示す指数で、基準財政収入額を基準財政需要額で除して得た数値の過去3年間の平均値
自主財源比率：歳入決算額に対する自主財源の比率



●2007年3月. 南アルプス市都市計画マスタープランの策定

・南アルプスIC周辺を開発拠点及び関連整備検討ゾーンに位置づけ

●2020年3月. 第２次南アルプス市総合計画（後期基本計画）策定

・南アルプスIC周辺の開発推進を明記

●2020年4月. 専門部署の設置

・南アルプスIC新産業拠点整備室内にIC周辺整備担当を新設

・南アルプスIC周辺（50~60㏊）の開発可能性調査に着手

●2021年8月． 中部横断自動車道（山梨～静岡区間）全線開通

・静岡県との交通利便性が飛躍的に向上

・中京圏や関西圏への経済的アプローチが可能

●2027年以降． リニア中央新幹線（東京～名古屋区間）先行開業（予定）

・東京都心や中京圏との交流可能な経済的勢力圏が大幅に拡大

事業経過・概況
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●第２次南アルプス市総合計画（後期基本計画）抜粋

【将来像】

自然と文化が調和した幸せ創造都市 南アルプス～魅力ある地域資源を活かした 自立のまち～

中部横断自動車道南アルプスインターチェンジ周辺については、新たな雇用の創出や地域経済を牽引

する産業の集積を図り、交通環境を活かした新産業拠点を創出します。

（参考）上位計画への位置付け
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●南アルプス市まちづくり基本方針（都市計画マス

タープラン）抜粋

インターチェンジ周辺開発拠点及び関連整備検討

ゾーン

南アルプスIC周辺においては、産業・業務系機能

等、本市の発展を誘導する土地利用についての検討を

進めます。

➡市民・地域参画による拠点地区整備方針の検討、

区画整理事業等計画的な市街地整備方策の検討と用途

地域の指定

（参考）上位計画への位置付け
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地域未来投資促進法
重点促進区域約
5.9ha

拠点
12ha

南アルプスIC周辺を「まちの玄関口」として位置づけ、先行する新産業拠点事業との連携を基に、立地特性を活かした土地活用の促進を図

る。

●南アルプスIC周辺50～60ha

＊新産業拠点用地12haを除く

●現況農地

指定等

・非線引き都市計画区域（無指定）／ 容200%・建70%

・農業振興地域農用地区・農地法5条許可を要す

・ 地域未来投資促進法 重点促進区域（周辺の一部・5.9ha）【山梨県ものづくり推進計画・物流等推進計画】

至 諏訪IC（長野）50分

至 清水JCT（静岡） 45分

山
梨
リ
ニ
ア
新
駅
7
分

南
ア
ル
プ
ス
市
役
所
３
分

①

②

③

④

事業目的・対象エリア

9



エリア
民有地 公有地 公民合計

地権者数
（人）筆数 面積（㎡） 筆数 面積（㎡） 筆数 面積（㎡）

① 281 179,008.86 108 3,469.71 389 182,478.57 134

② 126 50,071.55 35 876.55 161 50,948.10 72

③ 66 31,585.28 37 2,749.77 103 34,335.05 51

④ 383 196,908.53 207 8,617.60 590 205,526.13 199

その他
（無番地）

ー ー ー 74,337.44 ー 74,337.44 ー

計 856 457,574.22 387 90,051.07 1,243 547,625.29 456

用地基本情報
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南アルプスＩＣ周辺における土地利用に関する調査研究

企業意向調査

地域・地権者ワークショップ

市民ワークショップ

市民ワークショップ

南アルプスＩＣ周辺高度活用計画検討委員会

庁内検討会

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
～
5

年
度

地権者意向調査

庁内検討会・ワークショップ

南アルプスＩＣ周辺土地利用基本計画（仮称）

土 地 利 用 調 査 研 究

○土地利用レイアウト作成
○概算事業費算出
○費用対効果検証
〇事業手法検討・制度設計
○土地利用方針の検討

用 地 現 況 調 査

○現況調査図作成
○底地調査（権利関係・耕作状況）
○インフラ調査（道路・水路･畑灌）
○地盤・土壌調査
○文化財試掘調査

開 発 可 能 性 調 査

○法令調査
○上位・関連計画の整理
○先進事例調査・市場調査
○関係機関・有識者ヒアリング
○開発整備の課題抽出

南アルプスＩＣ周辺整備事業 土地活用に向けての基本的な考え方

事業体系図
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（設置）

第１条 南アルプスインターチェンジ周辺エリアの土地活用を実現し、本市のまちづくりを牽引する新たな拠点都市機能の創出を目的とした土地利用計画（以下「土地利用

計画」という。）を策定するため、南アルプスＩＣ周辺高度活用計画検討委員会（以下「検討委員会」という。）を置く。

（所掌事項）

第２条 検討委員会は、市長の諮問に応じ、次に掲げる事項について調査審議し、及び答申する。

（１）土地利用計画の策定に関する事項

（２）前号に掲げるもののほか、土地利用計画の策定に関し必要な事項

（組織）

第３条 検討委員会は、委員１５人以内をもって組織する。

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱し、又は任命する。

（１）学識経験を有する者

（２）地権者を代表する者

（３）市内団体を代表する者

（４）公募により選出された者

（５）前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める者

（任期）

第４条 委員の任期は、第２条の規定による答申をもって終了する。

２ 委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（会長及び副会長）

第５条 検討委員会に会長及び副会長を置く。

２ 会長及び副会長は、委員の互選によりこれを定める。

３ 会長は、検討委員会を代表し、会務を総理する。

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。

（会議）

第６条 検討委員会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、その議長となる。

２ 会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。

３ 会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

（意見の聴取等）

第７条 会長は、会議の運営上必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、その説明又は意見を聴くことができる。

（会議の公開）

第８条 会議は、原則として公開して行うものとする。ただし、個人の秘密を保つため必要があると認めるとき、又は会議の公正が害されるおそれがあると認めるときその

他公益上必要があると認めるときは、この限りでない。

（庶務）

第９条 検討委員会の庶務は、総合政策部において処理する。

（委任）

第１０条 この条例に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、市長が別に定める。

南アルプスＩＣ周辺高度活用計画検討委員会条例
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① 事業の背景、経過及び概要について
② 土地利用基本計画の到達目標・アウトプットイメージ
③ 新産業拠点地区について（12ha）
④「土地活用に向けての基本的な考え方」について
⑤ ディスカッション
・本地区の整備の捉え方
・将来の本地区の整備のあり方など

検討内容（案）①

検討の進め方について

① 第１回目を踏まえた整備のあり方・ビジョンの整理
・SWOT分析、 基本的な考え方など

② 市民・庁内ワークショップの進め方
・目的、論点、アウトプットにイメージの共有
・テーマ（産業、暮らし、賑わいなど）とエリア設定
・実施方法など

土地利用計画について①

① 市民及び庁内ワークショップの結果報告
② ①を踏まえた第2回のビジョンの検討
③ ①を踏まえた土地利用方針・導入機能・ゾーニングの検討

土地利用計画について②
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第
１
回

第
２
回

第
３
回

【8月12日】

【9月上旬】

【11月中旬】

※この間、市民ワークショップ（9/22，10/20）を開催予定



① 第3回の②及び③の整理
② 市全体の土地利用や都市計画との整合性の検討
・「まちの玄関口」としての役割
・道路ネットワークの整備方針 など

検討内容（案）②

土地利用計画について③

① 土地利用基本計画（素案）について
② 答申案及び提言内容の検討

答申案・提言内容について

答申最終案について
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第
4
回

第
5
回

最
終
回

① パブリックコメントの結果報告
② 答申最終案（土地利用基本計画）の検討

【3月上旬～R5年度】

【12月中旬】

【1月下旬】

・
・
・

※パブリックコメントの実施



ゾーニング案の作成

周辺の道路ネットワーク
の検討

土地利用計画における
本地区の位置づけの再整理

土地利用基本計画の到達目標・アウトプットのイメージ
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次世代に向けた土地活用のあり方
（グランドデザイン）



新産業拠点整備事業（12ha）の事業概要
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資料 土地活用に向けての基本的な考え方【概要版】

１．本プロジェクトの背景・目的

・中部横断道や新山梨環状道路など優良な交通環境を活かす

・リニア中央新幹線の開業を見据えた取り組み

・先行する南アルプスＩＣ新産業拠点整備事業との連携

・人口減少や少子高齢化による地域経済の縮小

・高齢化や後継者不足による農業振興の課題

・豊かな自然や四季折々のフルーツなど地域資源の活用

まちの玄関口

【本地区および周辺の状況】

【四季折々のフルーツ】

【背景・目的】

南アルプスIC周辺を「まちの玄関口」として位置づけ、先行

する新産業拠点事業との連携を基に、立地特性を活かした土

地活用の促進を図る。
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資料 土地活用に向けての基本的な考え方【概要版】

２．プロジェクトにより期待できる波及効果 県内外から
南アルプスIC周辺

南アルプスＩＣ周辺は、新山

梨環状道路や中部横断自動車

道などの広域的な交通アクセ

ス性が高い地区であり、県内

外からの定住および交流人口

の創出が期待できます。

南アルプスＩＣ周辺から
南アルプス市内へ

ｚ

活発な人やモノの移動によっ

て創出した賑わい・活力は、

本地区に留めることなく、市

街地や市特有の地域資源など、

市全体に波及させることを目

指します。
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資料 土地活用に向けての基本的な考え方【概要版】

３．アンケート調査
◆調査の目的：地権者意向を把握することにより、実現可能性のある土地利用方針を策定する

〇調査対象
・地権者３７４人
・回答者２２４人

〇調査項目

1．南アルプスインターチェンジ周辺エリアの土地利用について 2．農業に関する意向について

76% 15% 4%

3% 2%
将来的な土地利用の在り方について

農地以外の土地活用も検討する必要がある

いずれは土地活用の検討が必要である

現状のままでよい

どちらともいえない

無回答

6% 12% 32% 26% 9% 15%

将来の農業経営について

現状維持、または拡大していきたい。

縮小しながら、農業経営を続けたい

将来的に農業経営は続けられない

現状、農業を続けられない

現時点では決められない

無回答

26% 20% 15% 17% 7% 10%

3% 1%

1%

望ましい土地利用について

集客・交流系の利用 工業系の利用

オフィス系の利用 居住系の利用

農業振興系の利用 教育系の利用

わからない その他

無回答

43% 14% 24% 5%

2%

12%

農地の利用状況について

耕作している 貸している

管理のみしている 耕作・管理していない

その他 無回答

10% 52% 23% 15%

農業後継者について

後継者がいる

後継者はいない

現時点では未定

無回答

51% 23%
2%

10% 13%

土地利用の候補地について

土地利用の候補地として検討したい

条件によっては検討したい

候補地とならない

現時点ではわからない

無回答

2%
17%

45%
32%

4%

39歳以下

40~59歳

60~74歳

75歳以上

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

回答者の年齢区分 ６０歳以上 ７７％
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資料 土地活用に向けての基本的な考え方【概要版】

４．本地区の状況まとめ

本地区の状況

• 農振農用地による土地利用の調整
• 農業系以外のインフラ整備が不十分
• 多くの地権者との合意

関係主体のニーズ

• 農業後継者の不足による将来的な農業経営への不安
• 本地区に求めるニーズが多様であり、地権者や市民

等の意向を束ねるビジョンや目標が必要

Strength（強み）

本地区の状況

• 県内外への移動利便性が高い
• 河川氾濫等による洪水浸水リスクが低い
• 市街地に隣接、連携が図りやすい

関係主体のニーズ

• 企業にとっても魅力的な自然環境の豊かさ
• 多情報通信やワーケーション、次世代農業等の多様な

ニーズへの対応に企業が注目
• 本エリアにおける新たな土地利用への期待の高まり

Weakness（弱み）

Opportunity（機会）

世界的な動向

 自動運転、AI、IoT等の先端技術の発展
 カーボンニュートラルをはじめとするSDGsへの対応

国内の動向

 働き方の変化による地方への関心の高まり
 食・農・健康に対する意識の高まり

本地区の状況

 リニア中央新幹線や中部横断道開通
 新産業拠点地区が先行
 将来的な農業経営が厳しいことから、多くの地権者

が土地利用の必要性を感じている

Threat（脅威）

世界的な動向

 新型コロナウイルスよるパンデミック

国内の動向

 コロナ禍における投資判断、消費機会への影響
 県内外の産業用地との競合

本地区の状況

 強まる開発圧力による無秩序な市街化への懸念
（スプロール現象の抑止）

 企業誘致に伴う人材確保
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資料 土地活用に向けての基本的な考え方【概要版】

５．プロジェクトの理念・期待される土地活用のイメージ

プロジェクトの理念

『持続性のある３つの豊かさを叶えるまち』

➊豊かな社会 ➋豊かな経済 ➌豊かな環境

＜本地区を取り巻く状況＞

＜土地活用に向けての７つの大切な考え方＞

➊新産業拠点地区との
親和性のある土地利用

➋社会・経済・環境
のバランス

本地区の
ポテンシャル

地権者・
市民の想い

企業の
ニーズ

市の課題 社会的な
動向

➌働く環境・
住む環境の形成

❹地域資源の
有効活用（農業等）・
新たなつながりの醸成

❼幅広い関係者との
合意形成

❻経済活動・市民生活を
支える基盤整備

❺地域経済の活性化

期待される土地活用のイメージ

暮らし育む
環境

働き循環する
環境

活かし交わる
環境
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資料 土地活用に向けての基本的な考え方【概要版】

６．今後の手順

Step1

土
地
活
用
に
向
け
て
の
基
本
的
な
考
え
方

地権者・市民・関係者との意見交換

Step2

地
権
者
・
地
域

意
見
交
換
会

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

Step3

高
度
活
用
計
画
検
討
委
員
会

Step4

土
地
利
用
基
本
計
画
（
仮
称
）
の
策
定

Step5

法
令
調
整

地
権
者
合
意

事
業
者
合
意

Step6

土
地
利
用
実
施
計
画
の
策
定

Step7

ま
ち
の
玄
関
口
の
創
出

庁
内
検
討
会
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

22



ディスカッションのルール

• 積極的に参加しましょう。

• お互いの意見を尊重しましょう。

• 他者への批判や評価を持ち込まないようにしましょう。

• 全員が安全・安心して発言できる場づくりを心がけましょう。

• 個人情報は会議の外に持ち出さないようにしましょう。
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以下の点についてご意見を頂きたい。

1. 現在、本地区の整備をどのように捉えていますか？

• 本地区の開発による地域活性化への期待

• 本地区周辺及び市全体にもたらされる問題への懸念 など

2. 将来、本地区がどのようになってほしいとお考えですか？

• 次の世代が「幸せ」を実感できるために、本地区の整備を通じて実現してほ
しい新たな暮らし方や働き方の提案 など

3. その他

• 本事業に関する想い など

ディスカッション
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第1回 南アルプスIC周辺高度活用計画検討委員会資料
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